
まえがき＝公共構造物に対する耐久性の向上とコストの
縮減を目的として，橋梁分野ではここ 5振動実験について報告する。　剛結構造が採愃 ぉる 啓１て旅更　本橋の架設地点は急峻な山岳地帯にあり，桁下高さは最深部で約 70mに達するため，桁形式はトラスが採用さ

れた。トラス部材の断面は，鈑桁や箱桁に比べて小さい
ため，参
桁�





たせて 500kN/ 本とした。
2．2　縮小モデルによる性能照査

　前節で示した設計が妥当かどうかを照査するため，剛







①橋軸方向【6.80



むすび＝複合ラーメントラス橋に対して得られた知見を
以下に総括する。
・ 剛結部に対する ほ拷拷拷拷拷〝楣箼ト醺唫’█＊ 68ナΓ棋 繈þ76 ”数ほ⅓-窕


